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研究成果の概要（和文）：1.一般の境界条件を持った熱方程式に対する半空間における混合問題の解がL_¥infty-L_1有
界になるための必要十分条件は境界作用素がいわゆる強ロパチンスキ条件かつアルフアー条件であることを示した。さ
らにこの強ロパチンスキ条件の下、アルフアー条件なしで、１＜ｐ＜¥inftyの時、混合問題の解のL_p有界性が示せる
。ここで述べた結果はストークス方程式に対する半空間での混合問題に応用できる。、
2. 全空間におけるキルヒホフ方程式に対する初期値問題および散乱理論は、データーがある時間に関する可積分条件
を満たす時、初期値問題の大域解の存在およびの大域解の時間的な漸近挙動の存在を示した。

研究成果の概要（英文）：1.The fundamental solutions of the mixed problem with the single and general bo un
dary conditions have the L1-L¥infty and Lp boundedness, if and only if the bo undary operator satisfies th
e strong Lopatinski conditions and the alpha condit ion. Moreover if we assume only the strong Lopatinski 
conditins without the alp ha condition, we can get the Lp boundednss of solutions for 1<p<infty. which ar 
e proved in: Kajitani and Baba: Time decay estimates of solutions to the mixed problem for heat equtions i
n a half space, Tsukuba J. Math.(2013).
2.The time global solutions an the time asymptotic solutions to the Cauchy prob lem of the perturbed Kirhh
off equations in the hall space was obtained under th e conditions that the nitial data satisfy some integ
ral conditions with respect to the time and thecoefficients satisfy nontrapping conditions. 
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１． 研究開始当初の背景 
 

（１） 
キルヒホフ方程式に対する初期値問題は、初
期値が小さい場合、Greenberg-Huや山崎ら
によって、大域解の存在や解の時間に関する
漸近挙動が研究されていた。彼らの結果は、
初期値の空間変数に関する減衰を仮定して
得られた。 

 
（２）  
摂動されたキルヒホフ方程式に対する初期
値問題および解の時間に関する漸近挙動に
関する結果はなかった。 
 
（３） 
ｐ－ラプラシアンタイプのキルヒホフ方程
式に対する初期値問題は、初期値がジュブレ
イクラスに属している時に局所解の存在は
知られていた。 
 
２． 研究の目的 

 
（１）  
キルヒホフ方程式に対する初期値問題の大
域解の存在や解の時間に関する漸近挙動、お
よび、摂動されたキルヒホフ方程式に対する
初期値問題および解の時間に関する漸近挙
動を得るためのGreenberg-Huや山崎らによ
って与えられた条件より広く、簡単で検証し
易い条件を求めるのが目的の一つである。 

 
（２） 
ｐ－ラプラシアンタイプのキルヒホフ方程
式に対する初期値問題の局所解の存在を 
ジュブレイクラスより広いクラスで証明し
たい。 
 
（３） 
熱方程式に対する定数係数の一般境界条件
を持った混合問題の解のＬｐ評価を導くこ
とを目指す。 
 
３． 研究の方法 

 
（１） 
摂動された波動方程式に対応する波動作用
素を用いてキルヒホフ方程式に対する散解
の時間減衰現象を解析する。 
 
（２） 
空間多次元における摂動されたキルヒホフ
方程式に対する初期値問題の大域解の存在
や解の時間に関する漸近挙動を導くための
十分条件として、初期値が時間に関する積分
可能条件を発見した。 
 
（３） 
もし初期値が時間に関する積分可能条件を
満たすとき、摂動されたキルヒホフ方程式と

フリーなキルヒホフ方程式の間の非線形な
波動作用素および逆波動作用素の存在が保
障される。 
 
（４） 
半空間における熱方程式に対する一般の境
界条件を持つ混合問題の解の表示を行い、そ
れを用いて、解のＬ１－Ｌ¥iｎｆｔｙ評価を
持つための必要十分条件を発見した。 
 
４． 研究成果 
 

（１） 
デイレックレイ、ノイマン、ロバン境界条件
を含む一般境界条件を持つ熱方程式に対す
る半空間における混合問題（初期値境界値問
題）の解の表示および解の減衰評価が成立す
るための必要十分を求めた。 
 
（２） 
キルヒホフ方程式および摂動されたキルヒ
ホフ方程式に対する初期値問題の大域解の
存在および解の時間に関する漸近挙動を、初
期値が時間に関する可積分条件を満たすと
いう条件のもとで証明した。 
 
（３） 
ｐ－ラプラシアンタイプのキルヒホフ方程
式に対する初期値問題の大域解の存在を 
初期値が正則関数の時に証明出来ることが
予想される。現在論文作成中である。 
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